














堂、1966 年、241 頁）及び「竹島と欝陵島」『日鮮関係史の研究 下』（吉川弘文館、1969
年、454-458 頁）を挙げることができる。そこでは、「李石門扶桑録」『海行摠載』、『通航
一覧 巻一二九』、『対州編稔略』、『柚谷記』（未見書） 2、釜山甲寅会編『日鮮通交史 附釜
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　　　京都代官松尾七右衛門  10 罷出、諸司代ニ而口事ヲ仕リ利運ニ申










国書』中央公論社、1983 年、66-68 頁、191 頁。
11　対馬藩宗家十九代義智（よしとし、萬松院、慶長二十＝ 1615 年没）。ちなみに、二十代義成（よ
しなり、光雲院、明暦三＝ 1657 年没）、二十一代義真（よしざね、天龍院、元禄十五＝ 1702 年没）、
二十二代義倫（よしつぐ、霊光院、元禄七＝ 1694 年没）である。

































































16　松平右衛門佐は、幕府勘定頭松平正綱（天正四＝ 1576 年生～慶安元＝ 1648 年没）である。
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田代和生監修『宗家文書 第Ⅱ期 江戸藩邸毎日記 別冊下』ゆまに書房、2003 年。
新対馬島誌編集委員会『新対馬島誌』1964 年。
対馬教育会編『増訂對馬島誌』名著出版、1973 年。
鈴木棠三校注『楽郊紀聞 １ 対馬夜話』平凡社、1977 年（安政六［1859］年乙未二月廿日 楽郊 中川
延良誌）。
田代和生『書き替えられた国書』中央公論社、1983 年。
池内敏「『柳川一件』考」『歴史の理論と教育』第 152 号、名古屋歴史科学研究会、2019 年３月。
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キーワード　磯竹島、磯竹弥左衛門、対馬藩、対馬宗家文書、日朝関係史
 （MORISU Kazuo）
